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研究成果の概要（和文）：治療を終了しているC型肝炎患者からアンケートや協力を得て掘り起しに有効と思わ
れる因子を抽出し、それをもとに配布物やデジタルコンテンツを作成して新規のC型肝炎患者を外来受診や治療
に結びつけることを目的として研究を開始した。今回のアンケートに参加した対象者の大部分が以前から通院中
の患者であったため、C型肝炎検査の受検勧奨に結びつく因子を見つけ出すことはできなかったが、患者の治療
体験や感想、治療後の体調や心境の変化などのデータの収集には成功したため、それらを紹介したパンフレット
を作成し、今後新しくC型肝炎治療を受ける患者や治療を迷っている患者に対して提供できるようにした。

研究成果の概要（英文）：To determine the factors that lead to find untreated hepatitis C patients 
and recommend for antiviral treatment, we have obtained questionnaires and cooperation from patients
 who are completing treatment. Because most of the subjects participated in this study had been 
visiting the hospital before, we were unable to find any factors that lead to find new untreated 
patients. However, a brochure featuring their experiences and impressions of the treatment, and 
subsequent changes in physical and mental health was created and provided to new patients 
considering treatment with hepatitis C viral infection.

研究分野： 肝臓病学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
C型肝炎は治療薬の進捗にて95%以上の患者に治癒が見込めるようになったが、わが国にはまだ多くの潜在患者が
存在しており、新規患者を掘り起こして治療につなげることが重要になってきている。今回の研究では新規患者
を拾い上げたり、治療の必要性を感じていない人々を見つけ出す因子を明らかすることはできなかったが、すで
に治療を終えた患者の体験や感想、治療後の心境の変化などを載せたパンフレットを作成することで、治療を迷
っている人に対してできるだけ治療を受けやすくするコンテンツの１つを作成することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
C 型肝炎は治療薬の進捗にて 95%以上の患者に治癒が見込めるようになったが、わが国にはま
だ 100万人近くの潜在患者が存在しており、それらを掘り起こすことが重要になってきている。
しかし、健康にあまり関心のない人々や治療の必要性を感じていない人々を肝炎検診の受検か
ら C 型肝炎治療へ結びつけることはとても難しいため今回の研究を計画した。  
 
２．研究の目的 
この研究は治療を終了している患者からアンケートや協力を得て掘り起しに有効と思われる因
子を抽出し、それをもとに配布物やデジタルコンテンツを作成して外来受診や C 型肝炎治療に
結びつけることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
C 型肝炎患者を層別し、アンケートや質問表を基に実際に検診受検や治療開始の支障となる因子
を抽出し、さらに実際にその因子の有効性を探る実態調査+仮説検証型の研究として開始した。 
まず C型肝炎患者を次の４グループに分類した。 
(1)通院して治療を行っている(Group A) 
(2)通院しているがいろいろな理由で治療に踏み切れない(Group B) 
(3)以前より分かっているが必要ないと考えて受診していない(Group C) 
(4)機会がない又は、全く興味がなく検診をしていないため感染自体を知らない(Group D) 

 
そして現在通院中の C型肝炎患者(Group A,B に相当)を対象に調査を行い、受診行動、治療開始
に関わる因子をオリジナルの質問表と SF-8 を用いてアンケート形式で抽出した。 
具体的には C型肝炎の判明した契機、その後の病院受診の契機となる因子、治療開始の有無に影
響を与えた因子、Group B に関してはなぜ治療に踏み切れないのかなどである。 
また Group A に関しては治療開始しているため、その治療中の問題点、治療後の QOL、精神身体
的変化などを同時にデータ収集した。 
それらのデータを基に説明資料やコンテンツを作成して GroupB から Dに相当する対象者に以下
の方法でアプローチする予定とした。 
① アンバサダー方策:最近の C 型肝炎治療は副作用が少なく楽になったことを実感している人
が多いため、Group A の中で治療に成功した患者の治療後の体の調子や心境の変化などの実体験
を加えた説明資料を作る。特に協力してくれる患者にはアンバサダーになってもらって生の声
で周りに普及させる。 
②オムニチャンネル方策:興味を引くような Web サイトを作成する。 
③デジタルコンテンツ方策:健康に無関心でも C 型肝炎を感染しているリスクのある人々がよく
訪れるようなサイトやファッションピアス、入れ墨などに興味のある人がまず閲覧するページ
に検診を勧める動画やサイトのリンクを貼る。 
 
４．研究成果 
大阪医科大学附属病院及び大阪医科大学消化器内科関連病院に通院中の C 型肝炎患者のリスト
アップとグループ分けを行なった。特に通院患者は Group A か B に該当し、新規に掘り起こす
予定の患者が Group C, Group D となる。その結果、Group A に相当する患者は約 211 名、Group 
B に相当する患者は約 10名存在していた。 
次に、それらの患者に対する実態調査型のアンケートを作成した。アンケート内容は、C型肝炎
の判明した契機、その後の病院受診の契機となる因子、治療開始の有無に影響を与えた因子、
Group A に関しては治療中の問題点、また治療後の QOL,精神身体的変化、Group B に関してはな
ぜ治療に踏み切れないのか、などの内容を盛り込むようにした。そして、該当病院の倫理委員会
に申請し、承認を得たのちにアンケート調査を開始した。 
 
(1)アンケート回収率 
対象が約 211 名存在すると見込んでいたが、治療後に他病院に紹介されたなどで通院が途切れ
たり、肝細胞癌を含む他の疾患を発病し死亡した症例などが除外されたこと、そして通院間隔が
治療終了しているため 6 ヶ月間隔である患者も多かったため、アンケートの配布と回収に時間
がかかった。最終的に得られたアンケートは 45名であった(21.3%)。 
 
(2)結果のまとめ 
得られたアンケートの中で解析可能なものは 34名であり、男性 11名、平均年齢 69 歳であった。 
70%以上の患者が肝臓外来に通院中であり、HCV 感染の原因は 85%が不明、また治療の契機となっ
た理由は 74%が主治医に勧められたから、21%が治したかったからであった。開始前の心境とし
ては治療効果、副作用を含めて不安と考えていた患者が 7割を占めていた。 
治療後の感想としては、94%が“思ったより楽であった”と回答しており、また治療後の体調の
変化に関しては“楽になった”が 32%、“変わりない”が 59%であった。心境の変化に関しては 88%
の患者が“気持ちが楽になった”と回答していた。1人を除いてほぼ全員がこの治療は未治療の



人にお勧めできる治療であると答えていた。 
これらの結果に関しては、まとめた上で 2019 年に行われた第 43 回日本肝臓学会西部会で一般
演題として学会発表を行なった。 
 
(3)デジタルコンテンツの作成 
まとめたデータから以下のような C型肝炎患者向けのパンプレットを作成した。 
 

 

 
 
今回のアンケート対象者がほとんどかかりつけの患者のみであったことにより、HCV 治療を受け
るきっかけとなった因子や HCV 検査を受検するきっかけとなった因子、要因などを見つけ出す
ことはできなかった。 
従って、HCV 患者を拾い上げるコンテンツを作成できず、新しく C型肝炎治療を受ける人、C型
肝炎治療を受けるかどうか迷っている人に対する内容のパンフレットとした。アンケートの回



収に時間がかかったため、データがまとまってからの時間があまりなく、現在はパンフレットを
作成した段階であり、今後はそれを大阪医科大学附属病院の肝疾患センターで配布したり、ホー
ムページにデジタルパンフレットとして掲載する予定である。 
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